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卒業生諸君へ
富山大学長 キ木 勝 次
昭和48年度学部卒業生， 専攻 職業にあっても誤りのない正しい心と行いをもって世
科及び大学院研究科修了生並び に処し， 毅然として大地にそそり立つ立山のごとく．
に短期大学部卒業生諸君に心か いかなる環境の変化にも動じない不動心をもって進ん
らお祝いを申し上げます。 でいただきたいものであります。
諸君は幼稚園あるいは小学校 また， 天地の恩を感じ， 父母の恩を憶し勺 兄弟友人
に始まる長い学園生活を終え， の思I青を感謝する人こそ将来の大成が期待されるので
高い教養と高度の学問技術を修 あり． 終生謝念の心を持ち続けたいものであります。
得されて， いよいよ新しい人生に門出されるのであり 自然界の一生物である人聞が自然を破壊することによ
ますが， その前途は洋々として光輝あるものと存じま っておのれ自身を危険にさらしているのであります。
す。 科学の研究も自然をいたわり人間本来の幸福をもたら
「雪は北嶺に寒く、 梅は南枝に香し」雄峰立山はま すことを期待しているものであります。
だきびしい白銀の冬姿でありますが， 富山平野は既に なお， 大学卒業は学問研究の終わりで、はなく， 一小
梅のほころぶ陽春の季節となっております。 大自然の 節にすぎません。 本格的生涯教育のスタートとして社
相， 宇宙界の大生命のはたらきを見るにつけ畏敬の念 会人類の福祉のため貢献されんことをお願いしてやみ
をいだくのであります。 ません。
明日より変動苛烈な実社会に出て活躍される諸君は 最後に健康こそ人生最大の幸福であることを忘れず
「立つ処是真なり」すなわち， いかなる場所， いかなる 明朗な人生を送られるよう希望して告辞といたします。
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停年退官教授特別寄稿
おわかれにのぞんで
( 1 ) 
富山大学の創設は， みなさま
ご承知の通り， 昭和24年の春の
ことでした。 しかしこれにさき
立って， 5 つの高専の校長先生
方を委員とする設立準備委員会
が設けられました。
5 つの高専は， それぞれ専門を異にし， 伝統を異にす
文理学部長 高 瀬 重 雄
る学校でありましただけに， それらをまとめて ひとつ
の大学に編成するという仕事は， なかなか困難でしか
も労苦の多い仕事でした。 委員の諸先生の， ご苦辛も，
並々ならぬものがありました。 当時私は， この設立準
備委員会の幹事の ひとりでありました関係て＼ いつも
委員会に出席を命じられていましたので， 委員の諸先
生のご苦辛の様子をいつも拝見していました。 私は，
いまも文部省へ提出した 『富山大学設立認可申請書』
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のうつしの印刷物を大切に所持しています。 それをみ
るたびごとに， 昭和 22 年， 昭和23年ご ろの， 苦しかっ
た生みのなゃみを， 想起いたします。 当時は占領下に
あったのですから， その意味の苦悩もありました。
( 2 ) 
昭和24 年から今日まで， 一貫して文理学部の国史学
を担当してきました。文理学部の史学専攻の卒業生も，
いまでは約 200名の多きに達しました。 ある人は学界
に， ある人は実業界に，またある人は教育界にあって，
社会の中堅として活躍されています。 いまだに私を親
父湾見父といって， 親しんでくれる諸若もすくなくあり
ません。 私は私で卒業生のお子さんが何人生まれたか
まで知っている始末で， 永年を教育者ですごしたもの
のみが知る命冥加を感じております。
回 想
私が富山大学に赴任したのは昭和 29年11月， あれか
らもはや19年余の歳月が流れたかと思うと， まったく
夢のような気がする。 赴任当時のキャンパスは， 大学
本部と経済学部の校舎のみが新築され， 他の学部は兵
舎を改装し， 教室として使用されていたことを思うと
き， 今や他の学部校舎も新築され， 一時は学部崩壊に
もつながるかと思われた学園紛争もようやくおさまり，
「自ら真理を探求しよう」 と誓って集いよる学園にふ
さわしい雰囲気が次第に醸し出されようとしているこ
とは， ほんとうにうれしいことである。
時恰も予約していたかのように， 念願が叶い， 今度
わが経済学部に経営学科が増設されたことはご同慶に
堪 えない。 経済学部は戦後の新制大学である富山大学
文理学部の一学科として出発， 旧制高岡高商の後身と
して位置づけられる。 戦前戦後にわたり， 旧制大学に
昇格した 3高商を除き， 残りの旧制10高商を前身とす
る大学のう・ち， わが学部のみが 1 学科のままであった
だけに， 他大学なみの2 学科編成に漕ぎつけることが
できたことは， 遅きに失したとはい え， 前途に輝かし
い光明が与 えられ， 欣快そのものである。 目下， 前途
有為の学究人陣容を充実し， 体制整備が 急速に進めら
れている。 清新瀧刺とした伝統的学風を再建の基底に
据 え， 社会科学を対象とする唯一の学部として， 富山
大学における歴史的役割と社会的使命とを果たすべき
絶好の時機の到来であり， 期待して止まないものであ
る。
去るに際して， 私は富山に生まれ， 富山に育ち， 4 5
年間の長きにわたる教壇生活， 得意あり， 失意あり，
殊に経済学部に勤務できたことは， なにかの因縁でもあ
しかし， 私にも一抹の心のこりがないわけでもあり
ません。 図書館長だの学生部長だの， また学部長だの
を永年つとめさせていただいただけに， 研究にそそい
だ時聞が， しぜんに減少していたことです。 著書や論
文や随筆も色々書きはしましたが， 長 年月を一つの課
題にかけた研究の成果というものが， ないありさまで
す。 ですから私は， いまごろになって朱子の勧学文の
「ああ老いたり， これ誰のあやまちそ＊や」 という嘆き
を感じている次第です。
私は， 微力ながら今後も研究成果の発表を続けたい
と思います。 同時に， 30年も勤務させていただいた富
山大学の， ご発展を心から祈念して， おわかれいたし
ます。 みなさん， ありがとうございました。
経済学部教授 友 杉 芳 春
り， かつて先輩から 「停年まで勤務することが大変で
すよ」といわれた言葉がいまさらのように思い出され，
大過なく過し えた幸せ者である。 その間， 学問研究の
みならず精神的支援を受けた恩義は数 えきれなし」辛反
思とは受けた恩義に報いることであろうが， せめても
受けた恩義は生涯忘れではならないと自分自身に云い
聞かせている。
この原稿を書いている私の書斎には， 今春来 「悟談
養避齢」 という書幅を掛けている。 この書はたしか昭
和12年頃であったと思うが， かつて富山市長であり，
古稀の齢を迎 えられ， 悠悠自適の生活をなさっていた
漢学者であり， 古武士的風貌の稲垣神江氏から贈られ
たものである。 この座右の銘は当時若・輩であった私に
は， まだまだと思っていたのに， 今頃になってようや
く神江氏の心境が理解できるように思われる。 余生は
このような，b土寛で、Ji!!したいもので、ある。
母校経済学部（旧制高岡高商）は， 来る9月25日を
もって創立50周 年を迎 えようとしている。 大正13 年9
月2 5日勅令第 2 02号をもって高岡市中川の地に設置認
可され， それがため9月15日高岡市丸の内， 高岡商工
ピルにおいて記念大会が開催されることになっている。
この佳き年に経営学科の増設であるから， 経済学部と
しては二重の慶びであり， 学部発展への約束は眼前に
見 えるようである。 この後は， 記念大会がめでたく 開
催されるためのお世話に専念したい。
慎かしい学園を去る日も後わずか， 学園の多くの方
々に感謝し， そしてご発展とご健康を祈念しながら，
老兵はしず、かに去っていきたい。
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随 想、
私が， 今は外国領となっている， いわゆる帝国大学
なるものに， はじめて教授を命じられたのは， かの有
名なる当時の総理大臣， 東健英機陸軍大将からの辞令
による。 今から考 えると． いさ 、か滑稽な感じが無い
こともない。
当然その地方の中将と称する陸軍指令官から指令の
如きものが来て戦時特別研究なるものを行った。 その
中の一つに飛行機のレシプロケーテングエンジンの燃
料としてプタノールを用いることを思いつき． 当時は
砂糖精製のとき， 多量のブタンガスが発生し， 危険で、
あるので， 火を付けて燃やしていた。 直径70ミリ佐の
火口から 500 ミリ位の長さの炎が出ていた， そのよう
な火口は数ケ所あった。 工場は， ほJ中央で， 陸軍用
と海軍用とに完全に絶対見 えないように仕切られてい
て陸軍の用件で入ると陸軍側しか見られない。 併し私
は海軍の嘱託をもしていたので， 海軍側から入ったこ
エピローグ
昭和24年の晩秋に富山市へきて文理学部へつとめて
約1 年半住んでから， 26年の春に第1 回生とともに高
岡の工学部へきて約23年間高岡市に住んで今春にこの
地を離れるのが私の運命であったらしい。 先般， 新聞
記者の「北陸に住んで良かったことは」 の聞いに対し
て 「お菓子がうまく， 魚介類が新鮮で豊富で、あったこ
と」 と答 えておいた。
昭和14年の秋に高圧ガス協会の北陸大会があった折
に同会の理事として来県し， 黒部渓谷の紅葉を観賞し
て延対寺旅館に泊って宇奈月焼を買し入 富山市の広貫
堂を見学して帰京したことがあり， 戦争末期には能登
へ疎開していて井波町の人々（当時の町長さんなど）
の知遇を えたことがあり， さらに能登や金沢で覚 えた
北陸の昧に執着をもったのが， 浪速大学（現在の大阪
府大）で講座担当予定者になっていたのを， 定員のく
る時期の問題もあったが， 富山大学へくることにした
理由である。 そして， 20数年間も富山県で暮らせたの
は学内外の多くの方々の御支援によるものと感謝して
いる次第である。
能登半島の西海岸は男性的で変化に富んでおり， 巌門
などの景勝地も多いが， 諌問中の風の強い冬のある日
にあの辺りを歩るいていて珍しい光景にめぐり合った
ことがある。 海草から溶出したアルギン酸ソーダなど
工学部教授 上 野 亨
とも何回かある。 そのときにはもちろん海軍側だけし
か見 えない。 陸軍側は憲兵が警備し， 海軍側は海軍事保
安隊なるものが警備していた。
羽田からの， あるいは羽田へ着くときの飛行機は．
日空の飛行機を陸軍が機数の約 3分の 2. 海軍は約3
分のlを徴 用しているので陸軍の用件ならば陸軍徴用
機にのり， 海軍の用件ならば海軍の徴用機にのった。
さて， ブタノールであるが， プロペラ用エンジンの
研究， 実験は工業学校（現在の工業高校にあたる）を
私のグループが徴用しで行ったが， プタノールなるも
のは， エンジンにサ ピが出るので困った。
ところが澱分から採れるエタノールならばサ ピが出
ないことを， 昨年， 名古屋市の大同学園の大野源治郎
さんと云う人が発見し， 自動車エンジンに応用し． こ
のごろ山陰地方をドライブ中とのことである。
工学部教授 3美 岡 忠 知
のために海水が ひどく泡立っているために遥か下方の
渚から折からの強風にあおられて吹き揚がって一帯の
空中を漂ったので， その折には千鳥の群も舞っていた
りして奇麗であったが． それよりもずっと深く印象に
残っている。 島尾の海岸は女性的であるが， ある冬の
日にやはり風に舞う泡沫の幕をみたことがある。
泡沫に関しては幼い日の記憶が二つあゐ。 一つは近
くの染物屋さんの作業場で覗いた藍がめの中の細い泡
で折からの秋陽に美しく映 えていた。 もう一つは隣家
の洋菓子屋さんの作業場でみたカステラやパンの生地
の中に分散された細泡でその泡沫系の生成の巧みさに
感心したものである。 前者は染むらの原因になり， 後
者は食品の風味を向上するものであり， いうなれば泡
沫の功罪である。
若いころから正信謁の講義をきき， カトリックの寮
に住んだりし， 維摩経をよみ， 「禅の生活」 誌をべつ
見したりして， ある程度の諦観を えてきている筈であ
るのに， わびやさびは勿論のこと俳味さ えも次第に失
われていって物慾がこうじ， 無性にいのちが惜しくな
ってきた近年の見苦しい自己を振り返ってみる時に，
これからは音もなく静かに消 えて行く泡沫や春の淡雪
のようでありたいと思うのである。
（昭49.3.12窓の雷をみながら）
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教養部長 白 井 芳 朗
去るに臨み， 更に言うことなし。学生諸君に望むらくは． 只， 勉学の一途あるのみ。
十五年
文理学部へ赴任したのが． 昭和 24年 8月， もう2 5年
にもなる。 長いようだが短かかった年月。 これが大学
になるのかと， とまどったその頃。
電気はトランスの容量が小さくてすぐに停電するし．
配線は老朽していて危険， 水道はポンプが古くて時間
給水， 暖房は火鉢に炭火ですぐに頭が痛くなる。 腹が
立って生物では24時間水がいると云って， 無理をした
ら， ポンプもモーターもこわれて， 完全断水。 設備は
何も無いと言ってよい。 しかし， 学生は居る。 どうし
ようもない。 とにかく， 親が食べなくても， 子供には
食べさせようと， 教室づくりが始まったものでした。
今の文理学部を見る人には想像できないのではない
かと思います。 それからお年， よくもここまで来たも
のと思い出は限りなく続きます。設備も良くなったし，
教授陣も充実してきたし， また， まだまだ良くなって
行くと思います。 しかし， 創設の仕事は曲りなりにも
一段落， 老骨の去るべき日は来たの思います。 今後益
々富山大学の発展を祈り． 長い間， 御世話になった皆
量三量経済学部経営学料
旧制高岡高等商業学校設置以来50年間に何度かの学
制改革によって今日の富山大学経済学部が形づくられ
た。 経済学部は当初単一の経済学科だけから構成され
ていた。 ただその学科には， 前身である旧制高商の伝
統をうけつぎ， かなり商業学的色彩の漉い学科目が含
まれていた。 しかしそれだけでは時代の進展に充分に
対応しきれなくなってきた。 つまり， 日本経済の高度
成長に伴い， 企業組織の巨大化， 複雑化がますと共に，
経営機能の専門化か著しくすすんだ。
そこで経営活動の管理基準や企業の実践原理に着目
して， 現代経営の理論と実践を学問的に学ぶために，
所要学科目を経済学科から分離し， 新規の学科目を加
えて経営学科を設置する必要性が生じてきた。
以上の認識のもとに， 経済学部は蕊十年来経営学科
新設に努力してきた。 その結果昭和49年度からの経営
学科の新設がみとめられることになった。 これは関係
教養部教授 材E 良
さんに御礼と共に， 御多幸を祈るものであります。
私は途中ても教養部へ移りましたが，文理も教養部も，
もう一度脱皮しなければならない転換期に入ったと思
います。 それでやっと大学らしくなるのではないかと
思います。 大変な御苦労だが， やってもらわなければ
ならぬと期待し， 楽しみにしております。
去るに望んで，学生の人達に言いたいのは， 大学は時
の流れと共に， 新しく生れ変ってゆくと思います。 新
しい環境に適応できなければ滅びます。 しかし， 立山
へ登るのに， パスとケーブルで室堂平へ登っても， 登
らないよりは増しだが， 山へ登ったことにはならない
と云うことです。 諸君が卒業して， 当面するのは困難
な岩場であり， 大きな雪渓なのです。 それを乗り切る
ために， 学生時代に何を身につけておかねばならぬの
か， 充分お分かりになっていると思います。 一日一日
を大事にして項き度いと思います。 諸君の御健闘をこ
そ宇斤るもので、あります。
法令の制定， 予算の成立によってはじめて確定する。
この経営学科新設予定によれば， 経営学科の一学年
の学生数 120人， それに伴って既設の経済学科は一学
年 1 60人から 120人に減少する。
経営学科の学科目は， 経営学， 財務会計，管理会計，
経営工学， 人事管理論， 経営環境論， 国際環境論， 流
通論， 経営実務論， 社会法から構成されている。 これ
は管理科学的要素をとり入れ， さらにシステムズ・ ア
プローチ， インダストリアル ・ ダイナミックス， マネ
ージメント・ インフォーメーション ・ システムなどの
学習訓練を含み， 最近の経営学の発展に対応した学科
目構成となっている。
今後この経営学科設置を契機に， ますます研究教育
体制を整備し， 将来の経済学部の発展を期待するとこ
ろである。 くしくも昭和49年は旧制高岡高商設立50周
年にあたり， 経済学部飛躍の年になることを切に願う。
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和漢薬研究所創設にあたって
昭和49年度は富山大学にとって画期的な年度と云う
ことができる。 と云うのは今年度は全学的に学生定員
が 145名も増募され定員 1,095名となる。 従って金沢
大学と変わらぬ規模になることである。 なかんづく経
済学部では昭和40年の初頭 2 年度に亘り経営学科の創
設が文部省議決定を見ながら， その後の紛争によって
永い問実現が見送られ， この度宿願が叶って実現する
ことになったことは， 関係者各位とともに同慶のいた
りである。
それにもう一つ特筆すべきことは我薬学部にとって
和漢薬研究所の創設が決定されたことである。 このこ
とは単に富山大学だけでなく我国の医薬界にとっても
喜ばしいことと考える。 と云うのは明治維新によって
我国古来の文物が， 一挙に西洋のそれによってとって
代 わられ， 漢方の医学も西洋医学によって完全に塗り
かえられたのである。 そして， それには， それなりの
理由があったことも事実である。 例えば， いくつかの
伝染病などは西洋医学に頼った方が即座に治療される
などの決定的理由があったからである。 しかし， 明治
も100 年になった今日自然科学はすべての分野におい
て飛描的発展を遂げている。 医学医術もまたその例外
ではなI,> 0 にも不抱病人の数は一向に減少していない。
そして今日の病気の特徴は慢性病J患者が多いというこ
とである。 例えば， 高血圧， 心臓病， 端息等の所謂難
治病である。 この種の病気は今のとこ ろ近代医学では
なかなか解決のつかない病気と云うことができょう。
これらの病気の治療薬として所謂合成医薬品も数多く
治療界に提供されていることも事実であるが， 逆に云
えば決定的な特効薬がないと云うことも出来るのであ
る。 私共はこの点に着目して， 富山県の伝統的産業で
ある配置家庭薬業を背景として関学以来ごの方面の研
教養部だより
・ 少し旧聞に属するが， 白井教養部長の任期満了を
ひかえて， 2月20日， 後任部長候補者の選挙が行われ．
二神弘教授が選出された。 同教授は健康上の理由から
就任を固辞されたため， 22日に再選挙の結果， 杉本新
平教授を選出， 同教授は就任を受諾された。
薬学部長 山 崎 高 謄
究を薬学の面から行ってきた。 すなわち間営当初県当局
の御理解があって， 医薬資源研究室が当学部に；仔付さ
れ， 数年間は経常費もいただいた。 その後文部省当局
の理解があって予算がつけられ昭和3 8年には待望の和
漢薬研究施設が設置され以来10 年余を経て今日に至っ
った。
この間に， 5研究部門が完成した。 ここまでにいた
ったことは， 横田元学長， 故中沖名誉教授， 志甫元学
部長の努力はもとより， 県， 市当局， 薬業界の御努力
の賜であり感謝に堪えない。
ここまで来た以上， 後輩の我々としでもいやが上に
も研究成果をあげることこそその責務であると考え，
昨年 3 月卒業祝賀会の席上同窓会の先輩から研究所創
設の話が持上り， この1 年その創設に全力を捧げて来
た次第であり，林学長の努力と県当局の重要事項指定，
文部大臣始め当局の深い理解があってここに結実した
わけである。 和漢薬の研究は最近になって園内， 国外
でも盛んに実施されている。
その中にあって当研究所は我国唯一の国立研究所で
ありもう一つ出来る可能性はなL」 その意味に於ても
我が研究所の責任は全く重いのである。 もう一度和漢
薬が近代科学によって見なおされるかどうかの唯ー・の
機会なのである。
私はこれからの和漢薬研究には発想の一大転換が必
要であると考える。 従来の自然科学の方法論だけが唯
一のものではない。
ロパチェフスキーの汎蝉何学， リーマンの幾何学が
ユークリッド幾何学に代って， 非ユークリッド幾何学
として登場したように， 新しい和漢薬の原理を見出す
ことが，当研究所の面白にかけても今必要なのである。
研究所創設にあたり覚悟の一端を述べた次第である。
〉〈；〉
教 養 音E
・ 3 月 7日， 教養部48年度後期授業の期末試験を終
了。 後期の授業を翌年度に繰り込むことなく終えたの
は何年ぶりかの事である。 陽春四月には， 在学生も新
入生も一斉に新学期のスタートをきることが出来る。
極めて当然の事をこのように特筆せねばならぬ情況に，
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t曽」 が， 教養部発足以来僅 かに1名に過ぎない現況で
は， 富山大学全体の発展拡充を喜びながらも， 教養部
の前途なお険わしいものがある， と言わねばならな＼， �o 
・ この時に当り， 教養部創設以来その柱石として 尽
力された白井部長， 林教授， 坂井教授， 若林事務長の
4 人の方々が退職される。惜別とはまさにこのことで
あろう。謹んで今後の御多幸をお祈りする次第である。
感概を催す人も多いであろう。
49年度より， 文理 ・ 教 ・経・薬の各学部における
学科増設等に伴い， 一学年 145名の学生定員の増加を
み， 4 月からは 1,000名を越える新入生が教養部に溢
れることになる。 在学生を合せて 2,000名以上の学生
数である。 これに応ずる校舎の増築は当然の 急務であ
り， 別図の知き増築計画が実行に移される筈であるが，
当分は， 各学部の教室をお借りするのも止むを得ない
． 
この稿終了間際， 昭和49年 3 月12日未明． 中臣恵暁
教授（西洋史）が卒然として 急逝された。 驚きのあま
り， 哀悼の言葉もない。 ただただ御冥福 を お祈り申し
上げる。 合掌。
事態である。
学生増加に伴い， 教養部に対して 7名（削減 1 名）
の教官増員があることになり， 教官定員は44名となる
が， 学生地募によらない教官定員増一一一いわゆる 「純
． 
増 築1,128ば
（四階建）
教養部増築計画略図
教室及び実習室
γ 
黒田講堂
� 
／ /. 
ノイ
� 
/ ／ 
／ 
教養部（既
圭rも
ii!t 
7デ’ノ，／ 
ソ
ノ／／／
増 築
（二階建）
780m’ 
視聴覚教室及び
地学学生実験室
薬学部だより
付属和漢薬研究施設に化学応用部門が増設された
ことに伴う， 3号館増築工事が行なわれた。
0 薬学専門図書室はこれまで 3号館 1 . 2階にあっ
たが. 2階にあった入口， 閲覧室， 事務室． 書庸，
権写機を1階に移し， ワンフロア， 開架式の図書室
となった。
。昭和49年 2 月20日学部長選挙が行なわれた。 その
結果現学部長山崎高感教授が再選された。 任期は 4
月 1 日より2 年間である。
0 昭和49年度には薬学科に環境衛生分析講座が新設
される予定である。 また付属和漢薬研究施設は富山
大学和漢薬研究所に昇格する予定である。
。
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大学食堂新設について
学生， 教職員の待望久しかった大学食堂も昨年10月
30日に完成し， 本年 1月 7 日から近代的に整備された
新食堂で供給が始まったことは誠に喜ばしいことであ
る。
か えり見るに長い間， 手狭な旧食堂の中で昼食時と
もなれば長い行列が続き， 雨天の 日などのあの混雑を
思うと格段の差がある。 福利厚生施設としての食堂で
いついつまでも清潔で気持ちよく食事ができることを
期待するものである。
食堂新営工事の概要は次のとおりである。
着工年月日 昭和 4 8年 2 月18日
竣工年月日 昭和4 8年10月 30日
構 造 鉄筋コンクリート 2階建
面 積 建面積1,067.52 ぱ 輔副幽園田幽醐掴町 一τ ·-- � 
． 延面積1,6臼. 67rn' 圃臨温国圃溜職騒留酒盛謬 ； 
E 総工事費 105附円
盤圏閥閥幽醤欄 ； 
量
殺壇量盤置圃圃・圃圃・・・・・・・・・・圃園田園田量週・－
� 
室
温富田園田園田園田困層圏－画面・隠煙園周囲田園園田・・・
� § 察恩恵騒璽田隈賜鵬朝寝務鱒欝燃綴燃嬢額縁癒麗糠親型軽 § 
§ � 
昌．，．”・・
65 7 .18rn' 
196 .70rn' 
22 . 69 rn' 
199 .95 m' 
137 .5 0m' 
266.32 m' 
52 .81ば
131.5 2m' 
食 堂ホール
厨 房
理 髪
電気室その他
籍書
購 買
喫 茶
事務室その他
u皆
2階
＝z－－z－－z・・＝・2・z・5＝＝＝z－g－－－zz－z
吹
雪
に
も
寒
さ
に
も
め
げ
ず
ス
キ
ー
講
習
会
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1月 7日から 13日の 1週間， 長野県志賀高原プナ平
スキー場を中心に， 学生 160名参加して 「昭和49年 1
月学生集団スキー講習会」が例年のように開催された。
今回も昨年と同様好天に恵まれたとは言 えないが，
大きな事故もなく無事終了できた。 初めてスキーを履
く初心者でも時聞がたつにつれ上達の早いこと早いこ
と， 全く目を見張る程てもあった。 とくに下級班にあっ
ては第 2 日目には早くも東館山を全員無事滑りおりた
ことは， 誠に立派であった。 本年は， 昨年と異なり時
期的に遅れた期末誠験もなく， 申し込みが殺到しこの
講習会の人気の程がうかがわれる。 とかくこのスキー
構習会の場所， 日程について異論がないわけでもない
が， 宿舎料金． また， 東館山， ダイヤモンド， ジャイ
アンヅ， 一の瀬ファミリなどのスキー場が点在してお
り技術に応じたゲレンデで滑られるところは富山にな
い。 毎回心配の種である怪我人もないのは雪質に大き
く関与するのではなか ろうか。 ともかく有意義に終了
し得たことは， 指導教官並びに関係者各位に深く感謝
したい（学生課）
「叶川ド／ 
昭和49年度入学志願者について
什川作」
昭和49年度入学願書の受付が、 例年どおり去る 2月
12日から 2月21日までの10日間行われた。 49年度から
は、 経済学部に待望の経営学科が新設される見込で同
学部定員が実質80名増員されるのを始め、 文理学部文
学科に中国文学、 中国語専攻として20名、 教育学部小
学校教員養成課程40名、 薬学部薬学科 5 名増など全体
で145名と大巾な定員増となり、 入学定員か遂に1,000
名を超え1.095名となる予定である。志願者総数は5,402
名で、 志願者の男女比は、 男子3,609名（66.8%）女子
1,793名（33.2%）県外からの志願者は 県内志願者より
も898 名多い3, 150名 （58.3%）であり、 北は北海道
から南は沖縄まで全国各地から出願があり、 上位ベス
ト5 を拳れば、 トップは地理的条件からもやはり石川
「」
勢724名（23.0%）ついで愛知県337名（10. 7%）大阪
府250名（7 .9%）岐阜県229名（7.3%）新潟201名であ
る。
また、 出願者のうち現役は3,991名（73.9%) l年
浪人1,125名（20.8) 2 年以上浪人283名（5.3%)
で、 大学入学資格検定試験合格が 3 名。
一方県内出願者の高等学校別でのベスト5 はトップ
は富山高校、 富山中部高校が共に222名（9.9%）つい
で高岡高校215名（ 9.5%）砺波高校160名（ 7.1%）富
山東高校145名（ 6.4%）富山女子高校125名（ 5.6%) 
以上福野、 氷見、 魚津高校の順である。 各学科、 課程
別志願者数はつぎのとおりである。
昭和49年度富山大学入学志願者数調
4 9. 2. 21 
昭 和 49 年 度 昭 和 48 年 度
学部 学 科 ． 課 程 備 考募集人員 志験者数 倍 率 募集人長志願者数 倍 率
文 学 科 80人 424人 5.30�彰 60人 404人 6.73% 昭和49年度は初名の培募
文理 理 学 科 130 450 3目46 130 4 61 3.55 
計 210 8 7 4  4.16 190 8 65 4.55 
小学校教員養成課程 140 602 4.30 100 4 68 4.68 昭和49年度は40名の滑募
中学校教員養成課程 50 216 4.32 50 2 40 4.80 
教育 裳護学校教員養成課程 20 6 6  3,30 20 55 2.75 
幼稚園教員養成課程 30 8 9  2.97 30 88 2.93 
計 240 973 4.05 200 851 426 
経 済 学 科 120 96 9 8 .08 160 1.119 6.99 経営学科の新設（予定）に伴いω名の減員
経済 経済学科（経営） 120 50 9 424 一 昭和49年度から新設 （予定）
計 240 1.478 6.16 160 1.119 6.99 
薬 学 科 55 623 11.33 50 328 6.5 6 昭和49年度は5名の増募
薬 製 薬 化 学 科 50 3 40 6.80 50 602 12.0 4 
計 105 963 9.17 100 930 9.30 
電 気 工 学 科 50 216 4.32 50 2 4 7  4.94 
工 業 化 学 科 40 13 9 3.48 40 142 お5
金 属 工 学 科 40 119 2 .98 40 96 2.40 
織 械 工 学 科 50 199 3.98 50 2 48 4.96 工
生霊機械工学科 40 121 3.03 40 119 2.98 
化 学 工 学 科 40 133 3.33 40 97 2.43 
電 子 工 学 科 40 18 7 4.68 40 169 423 
計 300 1.114 3.71 300 1.118 3.73 
メCl、 計 1.095 5,402 4.93 950 4.883 5.14 昭和49年度は145名の培募
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富山大学学生健康保険組合実態
昭和47年度学部別利用者調 年度別利用 者調 富山大学学生健康保険組合加入者調
学 部 組合員数 利用者数 利用率 年度5]1 組合員数 利用者数 利用率 年 度 在 学 者凶
名 名 % 名 名 % 名
文理学部 634 107 16.8 38 2.35 8 564 24 .0 昭 和 42年度 3, I 6 I 
教育学部 606 103 16.9 39 
2.470 598 24.2 昭和43年度 3, 4 2 8 
40 2.571 541 21.0 
経済学部 568 79 13.9 41 2. 704 524 19.4 昭和44年度 3, 6 5 7 
薬 学 部 370 80 21.6 42 2.82 8 532 18.8 昭和45年度 3. 8 0 6 
工 学 部 I. 07 7 103 9.5 
4 3  3. 0 7  4 593 16.0 
昭和46年度 3. 9 0 9 
44 3. 17 7 467 14.6 
メtコ弘、 計 3.255 472 14. 5 45 3.3 01 569 17.2 昭和47年度 3. 9 2 6 
46 3, 3 0 I 501 15. I 昭和48年度 4, 0 I 5 
47 3. 2 55 4 7 2  14.5 
計 29.0 39 5.361 18.4 
男女別・病類別・擢患状況 （昭和47年度）
病 類 日IJ 男 女 計 病 類 時IJ 男 女 針
l腸チ フ ス＠是） 件 1件 1件 61腸閉塞およびヘルニア 7 件 1 件 8 4午
4 呼吸器系の結絞 I 0 10 62胆石症および胆嚢炎
27糖 尿 病 3 3 64 その他の肝臓の疾患 II 3 14 
29その他の内分夜、および代謝の疾患 2 2 65その他の 消化器系の疾患 17 6 23 
30貧 血 5 13 18 66腎炎およびネフローゼ 12 13 25 
34神経症、 人格異常およびその他の精神障害 19 19 67泌尿器系の結石 12 13 
35眼の炎症性疾患 28 7 35 68前立腺肥大症 4 4 
37 その他の 眼の疾患 18 19 37 69その他の男性性器の疾患
38中耳炎および乳稼突起炎 9 4 13 70女性性器の疾患 7 7 
39その他の耳の疾患 10 7 17 71その他の性尿器系の疾患 11 14 25 
40神経系 の 疾 患 25 13 38 76皮j宵および皮下組織の感染 21 5 26 
41活動性リウ7チ 熱 77その他の皮膚および皮下組織の疾患 55 55 110 
43高血圧性 疾 患 3 4 78関節炎および類似症 9 8 17 
47その他の循環器系の疾患 2 8 10 79慢性 関節リュー7チおよび類似症 9 9 
48急性呼吸器系感染 23 11 34 ω その他の筋骨格系および結合織の疾患 104 63 167 
印肺 i火}( 3 3 84骨 折 13 4 17 
51鴫 ，息 3 3 85顕蓋内および内部領傷 3 3 
52気管支炎および肺気腫 21 14 35 86熱 傷 4 6 10 
53扇桃肥大およびアデノイド 6 7 13 88 そ の 他 の損傷 42 7 49 
55鼻および副算腔の疾患（急性を除く） 28 21 49 
56その他の呼吸器系の疾患 45 22 67 計 630 374 1. 004 
58消 化 性潰場 2 2 
59その他の胃および十二倍腸の疾患 28 19 47 組 メ口弘、 員 数 2.366 889 3.25 5 
ω虫 垂 炎 1 1 3 14 組 合 員に対する利用件数率 26.63% 42. 07% 30.84% 
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昭和48年度大学卒業予定者就職状況調査
（昭和49年1月31日現在）
aのうち bのうち (c) の 内
卒 業 他人lC 就職の決 (d）就 職率
(b) 雇用され ）定内 （又は[a) （見込） るととを
会て出？ 郎 学 科 者 数 希望する
(c 定）し （� ×100) ている者 (e）大企業 If I 中堅金業 (g）中企業
者の 数 の数
計 男 女 計 男 女 計
文 学 科 54 32 22 43 22 21 23 
文理学認 理 学 科 117 93 24 87 64 23 64 
計 171 125 46 130 86 4 4  87 
小養学成ー校課教程員 103 22 81 100 19 81 
餐中学成校課教程員 42 13 29 40 II 29 
教育学都
養
員
護養学成校課程教 17 2 IS 17 2 IS 
162 37 125 157 32 125 
経済学科 156 149 7 154 147 7 145 
経済学官官
計 156 149 7 I 54 147 7 145 
薬 学 科 55 14 41 48 9 39 37 
薬 学 館 製薬化学科 49 36 13 30 18 12 16 
計 104 so 54 78 27 51 53 
電気工学科 46 46 0 40 40 0 39 
工業化学科 40 40 0 35 35 0 28 
金属工学科 35 35 0 30 30 0 30 
機械工学科 51 51 0 47 47 0 45 
工 学 郎
生工産学
機 械
科 32 32 0 29 29 0 28 
化学工学科 35 35 0 29 29 0 29 
電子工学科 37 37 0 32 32 0 32 
計 276 276 0 242 242 0 231 
メEλ' 計 869 637 232 761 534 227 516 
（注） (C）～（i) L�と青学部のそ’く。
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男
14 9 53.4 63.6 42.9 6 3 3 7 5 
47 17 7 3.6 73.4 73.9 17 13 4 15 12 
61 26 66.9 70.9 59.! 23 
139 6 942 94.6 85.7 85 
139 6 942 94.6 85.7 85 
6 31 77.1 66.7 79.5 7 
9 7 53.3 50.0 58.3 7 
15 38 68.0 55.6 7 4.5 14 
39 0 97.5 97.5 0 24 
28 0 80.0 80.0 0 16 
30 0 100 100 0 21 
45 0 95.7 95.7 0 30 
28 0 96.6 96.6 0 26 
29 0 100 100 0 14 
32 0 100 100 0 23 
231 0 95.5 95.5 0 154 
446 70 85.4 74.1 68.6 276 
-10ー
16 7 
82 3 
82 3 
I 6 
5 2 
6 8 
24 0 
16 0 
21 0 
30 0 
26 0 
14 0 
23 0 
22 17 
36 34 
36 34 
6 
4 
10 2 
10 10 
8 8 
6 6 
10 10 
2 2 
8 8 
3 3 
154 0 4 7 47 
258 18 115 100 
女 言ト 男 女
2 6 5 
3 11 6 5 
5 17 II 6 
2 2 2 0 
2 2 2 0 
5 。 。 。
3 。 。 。
8 。 。 。
。 4 4 0 
。 2 2 0 
。 2 2 0 
。 2 2 0 
。 。 。 。
。 4 4 0 
。 4 4 0 
0 18 18 0 
15 37 31 6 
訳
官公庁
(hi小企業 (i）その他
企業以外
計 男 女 計 男 女
。 。 。 4 3 
。 。 0 21 16 5 
。 。 0 25 17 8 
。 。 0 22 21 
。 。 0 22 21 
。 。 0 24 4 20 
。 。 。 5 3 2 
。 。 0 29 7 22 
。 。 。 。
。 。 。 2 2 。
。 。 。 。
。 。 。 3 3 。
。 。 。 。 。 。
。 。 。 3 3 。
。 。 。 2 2 。
。 。 0 12 12 。
。 。 0 88 57 31 
